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県内有数のカリフラワー産地を視察 
若松に新たな特産品を 

 

 JA 北九若松そさい部会カリフラワー班は、令和７年２月４日に JA むな

かたカリフラワー部会の視察を行いました。本視察は今年度より設立さ

れたカリフラワー班の栽培技術向上を目指して実施されました。 

 出荷場では、出荷資材や設備を見学しました。出荷資材は、特に花蕾

が白い特定の品種のみを専用の白箱で出荷しており、通常の品種を出

荷する茶箱より高単価で取引されていました。また、予冷庫には鮮度保

持のために庫内を高湿度に保つ「コスモファン」という機械が導入されて

いました。 

 ほ場では、今年度の生育状況について意見交換を行いました。JA むな

かた管内では若松と異なる品種が栽培されており、根張りが非常に良く、

湿害後の回復が早かったという話を伺い、生産者は活発に質問をしてい

ました。 

視察を終えた生産者からは来年度の作付けに向け、品種の検討等の

意欲的な意見が挙がりました。 

今後も普及指導センターでは関係機関と連携し、カリフラワーの栽培

技術向上に向けた支援を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

      白箱に入ったカリフラワー     ほ場視察の様子 

問い合わせ先 Tel：093-601-8855 

             Fax：093-601-8869 
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